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研究成果の概要 

2024年度は、2023年度に引き続き位置ブラインド型方式の設計と特性評価に取り組んだ。具体

的に、IoTセンサを用いた環境モニタリングを対象に、分散配置されたセンサ類の測位機能を一切

用いずに環境情報のヒートマップを精度良く推定する手法を設計した。本手法では、まず時系列

データ間の類似度から端末間の相関行列を構成する。端末ごとに空間相関の大小関係から順序

ベクトルを計算した上、得られた順序ベクトルと端末座標の確率特性 (例えば二次元ポアソン点過

程)および、そこから得られる端末間距離の確率密度関数から端末の相対座標をサンプリングし、

相対座標上で回帰分析を実施する。以上のサンプリングと回帰分析を繰り返すことで、回帰分析

の不確定性を考慮した上で、測位を伴わない回帰分析が可能となる。本手法の特性は環境情報

に関する屋内外のオープンデータを用いたエミュレーションにより評価した。屋外データには気象

庁が公開する東京都内の気象データを、屋外データには Intel Lab Dataを使用し、それぞれ温度

や湿度等、複数の観測次元を対象にエミュレーションを行った。評価結果より、提案手法を用いる

ことで、座標既知の場合と比較しても遜色ない精度での解析が可能であることが確認できた。これ

らの成果は IEEE Sensors Lettersに掲載された他、関連発表を通して IEICE RISING研究会で優

秀ポスター発表賞を受賞している。 

また、派生課題として、稠密配置されたセンサを収容する上で重要な無線基地局の配置および

通信カバレッジの自動設計フレームワークを提案した。ベイズ最適化に基づく手法により、限られ

た電波伝搬シミュレーション回数で良好な通信効率を達成する無線基地局の設計が可能であるこ

とを明らかにした。センサ配置とこれらの成果は IEEE Networking Lettersに掲載されている。 
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